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マングローブの炭素はどこへ？ 
――数百年の時を経た湿地から海洋への炭素輸送―― 

 

発表のポイント 

◆マングローブは土壌に有機物を豊富に貯留する「ブルーカーボン生態系」として知られてい

ます。近年では、土壌中の有機物が分解された後に、溶存無機炭素として海洋に輸送される炭

素の役割に注目が集まっています。 

◆放射性炭素を用いた解析により、マングローブ湿地から海洋に流出した溶存無機炭素が平均

で数百年前にマングローブが生産した有機物に由来することが明らかになりました。 

◆気候変動緩和の観点からは、マングローブ湿地に数十から数百年間、有機物として隔離され

た炭素が、溶存無機炭素として海洋に取り込まれ、長期にわたって貯留されるプロセスの評

価も重要です。放射性炭素を用いることで、ブルーカーボン生態系における炭素の長期的な

移動を評価できる可能性があり、新たな研究手法として期待されます。 
 

 
研究対象となった石垣島吹通川マングローブ林 

 

概要 

東京大学大学院新領域創成科学研究科の佐々木淳教授、中村航大学院生（研究当時）、Phyo Thet 

Naing 大学院生（研究当時）、同大学大気海洋研究所の横山祐典教授、宮島利宏助教、宮入陽介

特任助教、土屋考人大学院生（研究当時）、港湾空港技術研究所の桑江朝比呂領域長、渡辺謙太

主任研究官らによる研究グループは、放射性炭素をトレーサとして用いることで、インド太平

洋地域のマングローブ分布の北限域に位置する石垣島の吹通川マングローブ林において、湿地

から海洋に流出した溶存無機炭素が、平均で数百年前にマングローブが生産した有機物を起源

とすることを明らかにしました。本研究では、これまで物質循環の終着点だと考えられてきた

マングローブ土壌へ貯留された有機物が、数百年の時を経て再び生物圏に流出していることを、

複数のモデル計算を通じて世界で初めて実証しました。放射性炭素を用いることで、ブルーカ

ーボン生態系における炭素の長期的な移動を評価できる可能性があり、新たな研究手法として

期待されます。                                      
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▼詳細は、プレスリリース掲載ページにてご確認ください。 

https://www.aori.u-tokyo.ac.jp/research/news/2025/20250703.html  
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